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晴
天
に
恵
ま
れ
た
憲
法
記

念
日
の
5
月
3
日
、
江
東
区

有
明
に
あ
る
東
京
臨
海
広
域

防
災
公
園
で
行
わ
れ
た
「
憲

法
大
集
会
」
に
初
め
て
参
加

し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

ま
ず
参
加
者
の
多
さ
に
圧

倒
さ
れ
な
が
ら
、
土
建
の
エ

リ
ア
に
向
か
う
と
東
京
土
建

全
都
の
仲
間
が
た
く
さ
ん
集

結
し
、
と
て
も
心
強
く
感
じ

ま
し
た
。
そ
し
て
土
建
以
外

に
も
数
多
く
の
団
体
や
市
民

が
の
ぼ
り
旗
や
プ
ラ
カ
ー
ド

を
掲
げ
て
い
て
、
平
和
へ
の

強
い
思
い
が
伝
わ
っ
て
き
ま

す
。選

挙
で
国
民
の
支
持
を
得

て
大
勝
し
た
自
民
党
を
中
心

に
、
国
会
は
改
憲
派
が
多
数

を
占
め
る
そ
う
で
す
が
、
今

回
集
ま
っ
た
参
加
者
5
万
人

（
主
催
者
発
表
、
昨
年
は
3

・
8
万
人
）
の
声
を
無
視
は

で
き
な
い
と
信
じ
た
い
気
持

ち
で
す
。
我
が
板
橋
支
部
か

ら
は
20
人
が
参
加
し
ま
し

た
。集

会
で
は
多
く
の
訴
え
や

あ
い
さ
つ
が
行
わ
れ
て
、
パ

レ
ー
ド
で
は
「
Ｎ
Ｏ

Ｗ
Ａ

Ｒ
」
の
プ
ラ
カ
ー
ド
を
持
っ

て
歩
き
ま
し
た
。
戦
争
で
我

々
の
暮
ら
し
に
影
響
が
出
て

き
て
い
る
今
こ
そ
憲
法
を
い

か
し
て
平
和
な
世
界
を
求
め

る
時
で
す
。

5
月
1
日
、
第
97
回
メ
ー
デ
ー
が

開
か
れ
ま
し
た
。
東
京
・
代
々
木
公

園
の
中
央
メ
ー
デ
ー
は
あ
い
に
く
の

雨
の
中
で
し
た
が
、
8
0
0
0
人
が

参
加
。
板
橋
支
部
か
ら
は
37
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

憲
法
9
条
改
悪
阻
止
や
「
8
時
間

労
働
制
」
を
崩
す
労
働
基
準
法
の
改

悪
反
対
、大
幅
賃
上
げ
な
ど
を
訴
え
、

米
国
と
イ
ス
ラ
エ
ル
の
イ
ラ
ン
攻
撃

に
反
対
し
、
日
本
政
府
に
戦
争
終
結

に
向
け
た
平
和
外
交
を
求
め
る
メ
ー

デ
ー
宣
言
を
採
択
し
ま
し
た
。

中
央
メ
ー
デ
ー
実
行
委
員
会
の
秋

山
正
臣
代
表
委
員
（
全
労
連
議
長
）

が
主
催
者
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

東
京
土
建
か
ら
も

決
意
表
明

各
労
組
か
ら
の
決
意
表
明
で
東
京

土
建
本
部
・
佐
藤
豊
副
委
員
長
は
、

中
東
情
勢
緊
迫
化
に
よ
る
資
材
の
供

給
不
安
や
価
格
高
騰
で
仕
事
も
価
格

転
嫁
も
進
ま
な
い
危
機
的
状
況
の
な

か
、
日
本
政
府
に
資
材
の
安
定
価
格

確
保
や
中
小
企
業
支
援
、
消
費
税
減

税
を
求
め
る
と
と
も
に
、
「
現
場
の

声
を
政
治
に
届
け
て
い
く
」
と
訴
え

ま
し
た
。

集
会
後
予
定
さ
れ
て
い
た
パ
レ
ー

ド
は
雨
の
た
め
、
中
止
と
な
り
ま
し

た
。

東
京
土
建
の
メ
ー
デ
ー
出

し
物
コ
ン
ク
ー
ル
で
板
橋
支

部
の「
光
の
国
か
ら
職
人（
ぼ

く
ら
）
の
た
め
に
〜
職
人
を

守
る
」
が
優
秀
賞
・
青
年
特

別
賞
の
ダ
ブ
ル
受
賞
を
し
ま

し
た
。

メ
ー
デ
ー
当
日
は
雨
の
た

め
パ
レ
ー
ド
が
中
止
。
メ
ー

デ
ー
デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
支

部
事
務
所
に
持
ち
帰
り
、
完

成
さ
せ
て
写
真
撮
影
。
東
京

土
建
本
部
で
後
日
、
出
し
物

コ
ン
ク
ー
ル
審
査
が
行
わ

れ
、
板
橋
支
部
は
見
事
、
優

秀
賞
・
青
年
特
別
賞
を
受
賞
。

表
参
道
に
現
れ
た
ウ
ル
ト

ラ
マ
ン
が
見
た
か
っ
た
で
す

ね
。
製
作
に
携
わ
っ
た
皆
さ

ん
、
お
疲
れ
様
で
し
た
。

4
月
23
日
、
板
橋
区
立

グ
リ
ー
ン
ホ
ー
ル
で
群
長

学
校
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
参
加
者
は
83
人
。

「
東
京
地
評
」
（
東
京

地
方
労
働
組
合
評
議
会
）

の
井
澤
（
い
ざ
わ
）
事
務

局
長
よ
り
「
労
働
組
合
は

な
ぜ
必
要
か
、
土
建
の
歴

史
か
ら
学
ぶ
」
と
い
う
テ

ー
マ
で
お
話
し
い
た
だ
き

ま
し
た
。

東
京
土
建
の
書
記
を
以

前
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ

と
で
、
土
建
の
組
合
活
動

に
沿
っ
た
お
話
で
し
た
。

支
部
の
小
林
書
記
長
か

ら
行
動
提
起
で
、
春
本
番

拡
大
月
間
の
訴
え
が
あ
り

ま
し
た
。

遠
藤
副
委
員
長
に
よ
る

「
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
」
で

散
会
と
な
り
ま
し
た
。
参

加
さ
れ
た
皆
さ
ん
、
お
疲

れ
様
で
し
た
。

【
教
育
宣
伝
部
長

吉
田
広
基
】

「
あ
な
た

は
、
憲
法
で

定
め
ら
れ
て

い
る
理
念
や

内
容
に
つ
い

て
、
ど
の
く

ら
い
ご
存
じ

で
し
ょ
う
か
」
1
、
よ
く
知

っ
て
い
る
4
・
2
％
、
2
、

あ
る
程
度
知
っ
て
い
る
36
・

4
％
、
3
、
あ
ま
り
知
ら
な

い
46
・
8
％
、
4
、
ま
っ
た

く
知
ら
な
い
11
・
5
％
。
憲

法
記
念
日
を
前
に
し
た
Ｎ
Ｈ

Ｋ
の
世
論
調
査
で
す
▼
衆
院

で
3
分
の
2
を
占
め
る
巨
大

与
党
は
憲
法
9
条
に
「
自
衛

隊
明
記
」
や
「
緊
急
事
態
条

項
」
の
た
め
の
改
憲
を
提
案

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
提

案
の
特
徴
は
、
必
要
性
は
不

明
な
一
方
で
、
乱
用
の
危
険

性
が
大
き
い
点
で
す
▼
ま
た

世
論
調
査
で
「
9
条
を
非
常

に
評
価
・
あ
る
程
度
評
価
す

る
」
は
68
・
4
％
。
「
今
の

憲
法
を
改
正
す
る
必
要
が
あ

る
か
」
の
問
い
に
1
、
必
要

が
あ
る
37
・
7
％
、
2
、
必

要
な
い
20
・
0
％
、
ど
ち
ら

と
も
言
え
な
い
が
37
・
5
％
。

こ
の
よ
う
な
世
論
で
改
憲
を

急
ぐ
必
要
が
あ
る
の
で
し
ょ

う
か
。
多
く
の
国
民
が
憲
法

へ
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
な

し
に
「
改
憲
」
議
論
は
で
き

ま
せ
ん
▼
東
京
・
有
明
で
行

わ
れ
た
「
2
0
2
6
憲
法
大

集
会
」
は
5
万
人
が
参
加
。

ス
ロ
ー
ガ
ン
は
「
改
憲
発
議

を
許
さ
ず
、憲
法
を
い
か
し
、

平
和
・
い
の
ち
・
く
ら
し
・

人
権
を
守
り
ま
す
」
と
掲
げ

て
い
ま
す
。

5
万
人
が
参
加
。
平
和
へ

の
強
い
思
い
が
伝
わ
っ
て

き
ま
す

今こそ憲法いかして平和な世界を
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学
校

労
働
組
合
は
な
ぜ
必
要
か
、

土
建
の
歴
史
か
ら
学
ぶ

労
働
組
合
は
な
ぜ
必
要
か
、

土
建
の
歴
史
か
ら
学
ぶ

講師の東京地評・井澤事務局長

「
つ
な
が
ろ
う

憲
法
い
か
し
て
平
和
な
世
界
を
」

横
断
幕
を
手
に
パ
レ
ー
ド

青
年
部
・
制
作
さ
れ
た
皆
さ
ん

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

光
の
国
か
ら
や
っ
て
き
た

ウ
ル
ト
ラ
マ
ン

第97回メーデーだしものコンクール第97回メーデーだしものコンクール

優秀賞・青年特別賞のダブル受賞！

板橋支部「光の国から職人（ぼく
ら）のために～職人を守る」

雨
の
中
の
参
加

ご
苦
労
様
で
し
た

雨
の
中
の
参
加

ご
苦
労
様
で
し
た

中
央
メ
ー
デ
ー

第
97
回

第
97
回

あいにくの雨の中、傘をさしての参加となりました
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発 行 所

定
価
30
円

（
購
読
料
は
組
合
費
の
中

に
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
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現
場
で
の
ア
ス
ベ
ス
ト
対

策
に
つ
い
て
、
「
自
分
も
肺

を
手
術
し
た
時
に
、
肺
に
水

が
溜
ま
っ
て
い
た
。
ア
ス
ベ

ス
ト
は
後
で
影
響
が
出
て
く

る
の
で
、
し
っ
か
り
対
策
を

し
て
ほ
し
い
」
と
の
意
見
が

出
さ
れ
ま
し
た
。

建
築
ア
ス
ベ
ス
ト
訴
訟
で

は
、
「
第
5
陣
で
板
橋
の
原

告
は
6
名
に
増

え
、
原
告
は
第

1
陣
か
ら
合
計

で
46
名
に
な
っ

た
」
と
、
訂
正

の
報
告
が
あ
り

ま
し
た
。

発
注
書
や
契

約
書
を
交
わ
し

て
い
る
人
を
た

ず
ね
た
と
こ

ろ
、
何
人
か
手

が
あ
が
り
、「
あ

と
で
ト
ラ
ブ
ル

に
な
る
の
で
、

必
ず
交
わ
す
よ

う
に
し
よ
う
」

と
呼
び
か
け
が
あ
り
ま
し

た
。
「
ひ
な
が
た
を
支
部
で

配
っ
て
ほ
し
い
」
と
要
望
が

出
さ
れ
、
執
行
部
か
ら
「
検

討
し
た
い
」
と
答
弁
が
あ
り

ま
し
た
。

ま
た
、
「
昨
年
か
ら
熱
中

症
対
策
で
、
水
と
か
必
ず
会

社
で
準
備
さ
れ
る
よ
う
に
変

わ
っ
た
」
「
屋
根
の
上
は
、

足
袋
靴
で
は
ヤ
ケ
ド
が
ひ
ど

か
っ
た
が
、
底
の
厚
い
靴
を

会
社
で
買
っ
て
く
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
」
「
元
請
が
現
場

の
自
販
機
を
無
料
に
し
て
く

れ
て
い
る
」
な
ど
、
労
働
条

件
の
改
善
の
経
験
が
交
流
さ

れ
ま
し
た
。
経
営
者
の
方
か

ら
も
、「
自
分
の
会
社
で
も
、

こ
れ
か
ら
き
ち
ん
と
確
認
し

て
み
よ
う
と
思
っ
た
」
と
意

見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

住
宅
デ
ー
で
の
包
丁
研
ぎ

に
つ
い
て
、「
2
0
0
円
は
安

す
ぎ
る
。
本
来
の
目
的
や
趣

旨
が
伝
わ
っ
て
い
な
い
と
、

住
民
に
腕
を
疑
わ
れ
る
し
、

普
段
か
ら
低
価
格
を
求
め
ら

れ
て
し
ま
う
」
と
の
意
見
に

対
し
、執
行
部
か
ら「
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
全
額
寄
付
し
て
い

る
が
、
今
後
検
討
し
た
い
」

と
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。
ま

た
、「
住
宅
デ
ー
以
外
で
も
、

分
会
で
包
丁
研

ぎ
を
や
っ
て
い

て
好
評
だ
」
と

の
経
験
報
告

や
、「
包
丁
研
ぎ

の
講
習
に
参
加

し
て
レ
ベ
ル
の

底
上
げ
が
必

要
」「
後
継
者
世

代
も
技
術
を
習

得
で
き
る
」
な

ど
の
意
見
が
出

さ
れ
ま
し
た
。

建
築
カ
レ
ッ

ジ
に
つ
い
て
、

「
伝
統
的
な
技
術
を
教
え
て

も
時
代
に
合
わ
な
い
」「
現
場

は
自
動
化
が
進
ん
で
い
る
」

「
そ
れ
で
も
基
礎
的
な
技
術

は
必
要
だ
」「
自
分
も
職
人
に

魅
力
を
感
じ
て
、
会
社
員
か

ら
職
人
に
な
っ
た
」
な
ど
活

発
に
意
見
が
交
わ
さ
れ
、
カ

レ
ッ
ジ
の
意
義
に
つ
い
て
認

識
を
深
め
合
い
ま
し
た
。
カ

レ
ッ
ジ
生
徒
の
募
集
で
は
、

「
地
道
な
人
集
め
が
重
要
だ
」

「
高
校
と
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ

ッ
プ
受
入
れ
で
、
つ
な
が
り

を
作
っ
て
い
き
た
い
」な
ど
、

地
元
の
高
校
と
の
つ
な
が
り

を
強
め
て
、
募
集
に
力
を
入

れ
て
い
こ
う
と
確
認
さ
れ
ま

し
た
。

4
月
5
日
に
板
橋
支
部
第
70
回
定
期
大
会
が
開
催
さ
れ
、
全
体
会
で
は
、
事
前
に

提
案
さ
れ
た
議
案
は
す
べ
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
（
概
要
を
4
月
号
で
既
報
）
。

そ
の
他
、
7
つ
の
分
科
会
に
分
か
れ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
課
題
に
つ
い
て
、
活
発
に

議
論
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

社
会
保
障
対
策
で
は
、
予

算
要
求
ハ
ガ
キ
に
つ
い
て
の

経
験
報
告
の
発
言
に
対
し
、

さ
ま
ざ
ま
な
意
見
が
出
さ
れ

ま
し
た
。
執
行
部
か
ら
は
、

「
誰
で
も
参
加
で
き
る
運
動

な
の
で
、
呼
び
か
け
を
強
化

し
て
ほ
し
い
」
と
回
答
が
あ

り
ま
し
た
。

ま
た
、
「
土
建
国
保
証
交

付
会
の
際
に
マ
イ
ナ
保
険
証

の
解
除
の
メ
リ
ッ
ト
を
聞
か

れ
た
の
で
教
え
て
ほ
し
い
」

と
の
質
問
が
あ
り
、
執
行
部

か
ら
、
「
シ
ス
テ
ム
不
具
合

に
備
え
て
、
資
格
情
報
の
お

知
ら
せ
と
マ
イ
ナ
保
険
証
の

2
つ
を
持
ち
歩
か
な
け
れ
ば

な
ら
ず
、
有
効
期
限
も
バ
ラ

バ
ラ
で
、
わ
ず
ら
わ
し
い
。

マ
イ
ナ
保
険
証
を
解
除
す
る

メ
リ
ッ
ト
は
十
分
に
あ
る
。

マ
イ
ナ
カ
ー
ド
の
取
得
は
あ

く
ま
で
も
任
意
。
マ
イ
ナ
カ

ー
ド
を
持
つ
こ
と
で
、
す
べ

て
国
か
ら
監
視
さ
れ
て
も
良

い
の
か
問
い
か
け
る
こ
と
が

重
要
だ
。
せ
め
て
、
マ
イ
ナ

保
険
証
か
従
来
の
紙
の
保
険

証
か
選
択
で
き
る
よ
う
に
す

べ
き
、
と
宣
伝
行
動
で
訴
え

て
い
る
」
と
の
回
答
が
あ
り

ま
し
た
。

税
金
対
策
で
は
、
「
税
務

署
で
の
受
付
印
の
廃
止
で
、

就
業
実
態
調
査
の
証
明
書
類

は
ど
う
な
る
の
か
」
と
の
質

問
が
出
さ
れ
、
「
受
付
印
が

無
い
か
ら
と
い
っ
て
、
証
明

と
し
て
認
め

な
い
こ
と
は

な
い
。
融
資

な
ど
で
、
ど

う
し
て
も
受

付
記
録
が
必

要
な
場
合

は
、
税
務
署

で
保
管
し
て

い
る
申
告
書

は
日
付
印
が

押
印
さ
れ
て

い
る
の
で
開

示
請
求
す
れ

ば
良
い
」
と

回
答
が
あ
り

ま
し
た
。

ま
た
、
「
イ
ン
ボ
イ
ス
制

度
の
特
例
と
経
過
措
置
の
変

更
点
に
つ
い
て
詳
し
く
説
明

が
必
要
」
と
の
意
見
が
出
さ

れ
ま
し
た
。

執
行
部
か
ら
、
特
に
、
法

人
設
立
な
ど
で
協
会
け
ん
ぽ

へ
の
移
行
に
伴
い
脱
退
し
た

り
、
事
業
所

の
退
職
で
脱

退
し
て
し
ま

う
仲
間
に
対

し
、
「
声
を

か
け
て
脱
退

防
止
を
進
め

よ
う
」
と
提

案
が
あ
り
ま

し
た
。

ま
た
、「
群

会
議
の
重
要

性
を
再
認
識

で
き
た
」
と

し
て
、
「
群

役
員
と
他
の

役
職
と
の
兼

任
を
減
ら
す
よ
う
に
し
た

い
」
「
分
会
で
群
会
議
オ
ル

グ
を
進
め
て
い
こ
う
」な
ど
、

役
員
を
増
や
す
た
め
の
具
体

的
な
意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し

た
。組

織
割
合
が
増
え
て
い
る

事
業
所
と
の
関
わ
り
方
と
し

て
は
、
「
同
じ
仲
間
と
し
て

迎
え
入
れ
て
、
組
織
化
し
て

い
く
こ
と
が
大
事
だ
」
な
ど

の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

夏
の
拡
大
の
取
組
み
で

は
、
「
『
こ
れ
な
ら
で
き
る

ア
ン
ケ
ー
ト
』
の
活
用
で
訪

問
し
や
す
い
」
と
の
経
験
報

告
が
あ
り
ま
し
た
。そ
し
て
、

4
5
0
0
人
支
部
へ
早
期
回

復
を
め
ざ
す
こ
と
を
確
認
し

ま
し
た
。

続
い
て
、
後
継
者
対
策
に

つ
い
て
は
、
「
す
べ
て
の
分

会
で
部
長
が
選
出
さ
れ
る
た

め
に
、
全
体
で
取
組
む
必
要

が
あ
る
」
「
新
加
入
者
説
明

会
が
新
し
い
役
員
と
新
加
入

者
の
双
方
に
、
組
織
定
着
と

脱
退
防
止
、
役
員
選
出
の
メ

リ
ッ
ト
に
な
る
」
な
ど
意
見

が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

執
行
部
か
ら
は
、
「
新
加

入
者
説
明
会
は
、
土
建
国
保

証
と
関
係
な
く
各
分
会
で
や

っ
て
も
ら
い
た
い
」
と
の
答

弁
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
来
年
度
に
本
部
で

ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
を
行
う
に

当
た
っ
て
、
「
分
会
で
代
表

を
決
め
る
予
選
を
や
っ
た
ら

良
い
」
な
ど
の
意
見
も
出
さ

れ
ま
し
た
。

青
年
対
策
に
つ
い
て
、「
各

分
会
で
イ
ベ
ン
ト
等
の
周
知

が
大
事
だ
」
「
若
い
人
を
集

め
る
の
は
、
今
と
て
も
大
変

だ
。
事
業
主
と
関
わ
り
を
持

ち
、
従
業
員
と
参
加
し
て
く

れ
る
体
制
作
り
が
必
要
だ
」

「
若
手
の
い
る
事
業
主
が
群

会
議
へ
参
加
し
て
も
ら
え
る

よ
う
に
」
な
ど
の
意
見
が
出

さ
れ
ま
し
た
。

青
年
部
長
か
ら
は
、「
青
年

部
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
に

分
会
を
訪
問
し
て
い
る
。
分

会
・
群
で
紹
介
し
て
く
れ
れ

ば
青
年
部
が
誘
い
に
行
く
」

と
の
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

組
合
員
歴
44
年
の
う
ち
、

18
年
間
、
役
員
を
つ
と
め
て

き
ま
し
た
。
家
族
の
サ
ポ
ー

ト
で
、
こ
こ
ま
で
で
き
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
は
、
分
会
の

サ
ポ
ー
ト
に
回
り
ま
す
。

大
変
な
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
が
、
と
に
か
く
楽
し
か
っ

た
で
す
。

1
．
本
部
大
会
表
彰

花
輪
正
（
前
野
中
台
）
、
吉

福
昌
征
（
徳
丸
）

2
．
支
部
大
会
表
彰

福
島
誠
一
郎
（
大
山
）
、
大

貫
拓
哉
（
大
山
）
、
笹
村
世

津
子
（
大
谷
口
）
、
村
山
茂

男
（
大
谷
口
）
、
森
江
里
子

（
大
谷
口
北
）
、
大
野
光
照

（
大
谷
口
北
）
、
多

照
晶

（
中
央
）
、
湯
浅
由
香
（
氷

川
）、
村
松
士
琉（
氷
川
）、

村
田
弘
美
（
坂
下
）
、
ス
テ

ゥ
デ
ハ
ミ
ッ
ド
（
蓮
根
）
、

村
田
直
人
（
徳
丸
）
、
岡
本

遊
馬
（
徳
丸
）
、
吉
村
信
一

（
徳
丸
）
、
中
西
雅
也
（
徳

丸
）、
田
崎
照
男（
徳
丸
）、

石
川
和
子
（
上
赤
成
増
）
、

丸
谷
智
輝
（
上
赤
成
増
）

3
．
分
会
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
表
彰

参
加
者
数
20
％
以
上
：
大
谷

口
分
会

4
．
拡
大
表
彰

①
5
人
以
上
拡
大

奥
山
竜
也
（
事
業
所
）
、
奥

野
真
宇
（
仲
宿
）
、
片
寄
哲

夫（
中
央
）、
照
井
康
平（
氷

川
）、
戸
津
祐
輔（
徳
丸
）、

堀
田
寛
明
（
志
村
坂
上
）
、

棟
方
良
忠
（
事
業
所
）

②
毎
月
新
加
入
者
が
い
た
分

会徳
丸
分
会

③
組
織
人
数
の
実
増
・
拡
大

が
1
位
の
分
会

実
増
率
第
一
位
：
仲
宿

拡
大
率
第
一
位
：
氷
川

拡
大
数
第
一
位
：
徳
丸

脱
退
率
一
番
低
い
：
大
谷
口

④
年
間
目
標
達
成
分
会

仲
宿
、
大
谷
口
、
氷
川
、
志

村
坂
上
、
前
野
中
台
、
徳
丸

5
．
退
任
役
員
の
功
労
者

①
執
行
委
員

小
林
英
俊
（
大
谷
口
）
、
峰

岸
浩
一
（
中
央
）

②
財
政
部
長

野
村
誠
（
蓮
根
）

6
．
特
別
功
労
者

江
戸
幸
吉
（
大
山
）
、
斉
藤

勇
（
大
谷
口
北
）
、
内
藤
武

治（
中
央
）、
寺
澤
辰
哉（
上

赤
成
増
）

7
．
組
合
費
の
納
入
率
が
優

秀
な
分
会

大
谷
口
、
氷
川
、
蓮
根
、
徳

丸8
．
青
年
部
、イ
キ
イ
キ
会
、

女
性
の
会
へ
の
感
謝
状

9
．
分
会
新
聞
の
発
行

女
性
の
会
「
に
り
ん
草
」
4

0
0
号

共
済
制
度
に
つ
い
て
、「
周

知
さ
れ
て
い
な
い
の
で
は
な

い
か
」
と
の
意
見
に
対
し
、

「
制
度
の
案

内
を
広
め
て

い
く
こ
と
が

必
要
だ
。
脱

退
防
止
や
拡

大
に
も
つ
な

が
る
。
ぜ
ひ

検
討
し
た

い
」
と
回
答

が
あ
り
ま
し

た
。共

済
で
新

し
く
で
き
た

中
学
卒
業
祝

に
つ
い
て

は
、
「
高
校

に
行
か
な
い

人
に
も
平
等
で
、
と
て
も
良

い
」
と
の
意
見
が
あ
り
ま
し

た
。

イ
キ
イ
キ
会
に
つ
い
て
、

「
バ
ス
ハ
イ
ク
で
バ
ス
に
乗

っ
て
い
る
時
間
が
長
く
疲
れ

た
。
良
い
場
所
を
検
討
し
て

ほ
し
い
」
と
の
意
見
が
出
さ

れ
、
「
会
議
で
話
し
合
っ
て

い
き
た
い
」
と
回
答
が
あ
り

ま
し
た
。

女
性
の
会
に
つ
い
て
は
、

「
母
親
大
会
の
参
加
者
を
増

や
し
て
ほ
し
い
」
と
の
意
見

に
対
し
て
、「
検
討
し
た
い
」

と
の
回
答
で
し
た
。

ま
た
、
「
女
性
の
会
の
活

動
で
、
旦
那
も
一
緒
に
参
加

で
き
る
も
の
が
あ
れ
ば
、
参

加
し
や
す
く
な
る
」
と
の
意

見
も
出
さ
れ
ま
し
た
。

分
会
新
聞
の
作
成
に
つ
い

て
、
「
読
み
や
す
い
新
聞
を

め
ざ
し
て
い
る
。
皆
さ
ん
の

工
夫
や
意
見
を
聞
き
た
い
」

と
発
言
が
あ
り
、
各
分
会
で

の
経
験
を
交
流
し
ま
し
た
。

参
加
し
た
本

部
の
上
原
・
教

宣
部
長
か
ら

は
、
「
本
部
で

は
ス
マ
ホ
で
写

真
を
撮
る
学
習

会
を
や
っ
て
い

る
。
支
部
で
も

検
討
し
て
ほ
し

い
」
と
発
言
が

あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
「
文

字
の
個
性
が
強

す
ぎ
る
と
、
何

回
も
読
ま
な
い

と
理
解
で
き
な

い
」
と
の
意
見

に
は
、「
読
め
な
い
新
聞
は
、

せ
っ
か
く
出
し
て
も
も
っ
た

い
な
い
の
で
、
考
え
て
い
き

た
い
」
と
回
答
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
の
他
、
「
原
稿
の
謝

礼
は
図
書
カ
ー
ド
よ
り
金
券

が
良
い
」
「
分
会
新
聞
は
カ

ラ
ー
を
増
や
し
て
ほ
し
い
」

な
ど
の
意
見
が
あ
り
、
「
検

討
し
た
い
」
と
回
答
が
あ
り

ま
し
た
。

学
習
活
動
に
つ
い
て
は
、

「
役
員
を
引
受
け
て
も
、
言

葉
が
分
か
ら
な
い
。
年
度
の

は
じ
め
に
説
明
会
を
や
っ
て

ほ
し
い
」と
の
意
見
に
対
し
、

「
毎
年
4
月
に
分
会
・
群
の

役
員
の
学
習
会
を
や
っ
て
い

る
」
と
の
回
答
や
、
「
役
員

を
や
る
中
で
、
人
に
伝
え
る

た
め
に
勉
強
す
る
よ
う
に
な

る
。参
加
し
て
い
る
う
ち
に
、

分
か
る
よ
う
に
な
っ
て
、
楽

し
く
な
っ
て
く
る
」
と
の
意

見
も
出
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、「
学
習
会
に
足
を
運

ぶ
の
で
は
な
く
、
分
か
る
資

料
を
配
れ
ば
良
い
の
で
は
」

と
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

納
入
率
に
つ
い
て
、
「
支

部
で
の
直
接
納
入
を
や
め

て
、
群
会
議
で
の
納
入
が
定

着
し
、
納
入
率
が
良
く
な
っ

た
」
と
、
分
会
か
ら
報
告
が

あ
り
ま
し
た
。
役
員
定
年
に

つ
い
て
、
「
年

齢
制
限
を
上
げ

た
ら
ど
う
か
」

と
の
質
問
が
あ

り
、
「
制
限
を

上
げ
て
も
先
送

り
に
な
る
だ
け

で
、
解
決
に
は

つ
な
が
ら
な

い
。
役
員
の
発

掘
は
大
変
だ

が
、
新
し
い
役

員
作
り
を
引
続

き
進
め
た
い
」

と
回
答
が
あ
り

ま
し
た
。

来
年
度
予
算

で
、
支
部
の
財
政
運
営
が
厳

し
い
こ
と
か
ら
、
分
会
定
例

援
助
金
を
5
0
0
円
か
ら
4

0
0
円
に
引
下
げ
、
組
合
費

を
来
年
4
月
分
か
ら
千
円
引

上
げ
る
提
案
に
対
し
、「
分
会

の
運
営
が
大
変
に
な
る
の
で

は
」と
の
質
問
が
あ
り
、「
分

会
活
動
が
縮
小
し
な
い
よ
う

に
財
政
部
会
で
議
論
し
た

い
。
組
合
費
千
円
の
引
上
げ

は
心
苦
し
い
が
、
組
織
の
減

少
も
あ
り
、
こ
の
ま
ま
で
は

財
政
が
厳
し
い
の
で
、
理
解

し
て
ほ
し
い
」
と
の
回
答
で

し
た
。
ま
た
、
代
議
員
か
ら

「
分
会
で
も
努
力
し
な
が
ら

運
営
を
行
い
、
組
織
を
減
ら

さ
な
い
よ
う
に
し
て
い
き
た

い
」と
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

執
行
委
員
長

成
瀬

晃
一
（
氷
川
）

副
執
行
委
員
長

下
山

金
光
（
徳
丸
）

吉
田

広
基
（
徳
丸
）

林

賢
二
郎
（
舟
渡
高
島
）

遠
藤

真

（
志
村
坂
上
）

書
記
長

小
林

宙

（
徳
丸
）

書
記
次
長

石
田

柊
真
（
書
記
局
）

平
塚

浩
章
（
書
記
局
）

佐
藤

大
地
（
書
記
局
）

常
任
執
行
委
員

高
橋

邦
尚
（
徳
丸
）

丸
谷

良
行
（
上
赤
成
増
）

丸
谷

智
輝
（
上
赤
成
増
）

菅
野
富
士
夫
（
大
山
）

執
行
委
員

島
田

理
香
（
大
山
）

三
冨

大

（
大
山
）

瀧
口

和
浩
（
仲
宿
）

佐
藤

剛
史
（
仲
宿
）

吉
田

浩
和
（
大
谷
口
）

松
本

和
久
（
大
谷
口
）

山
下

和
成
（
大
谷
口
北
）

雨
宮

譲

（
大
谷
口
北
）

中
村

正
人
（
中
央
）

岸
本

守
生
（
中
央
）

村
松

久
誌
（
氷
川
）

金
子

裕
一
（
氷
川
）

川
中
子
公
明
（
志
村
坂
上
）

吉
田

武
司
（
志
村
坂
上
）

井
上

光
明
（
前
野
中
台
）

穴
澤

秀
康
（
前
野
中
台
）

広
川

淳

（
坂
下
）

井
上

恵
司
（
坂
下
）

森
山

弘
明
（
蓮
根
）

坂
本
雄
一
郎
（
蓮
根
）

藤
本

善
一
（
舟
渡
高
島
）

服
部

里
美
（
舟
渡
高
島
）

大
平

武
芳
（
徳
丸
）

大
平

友
美
（
徳
丸
）

綿
貫

勝
則
（
新
赤
塚
）

向

雅
弘

（
新
赤
塚
）

橘

敦
行

（
上
赤
成
増
）

丸
谷

裕
樹
（
上
赤
成
増
）

堀
内

隆
志
（
事
業
所
）

会
計
監
査

鈴
木

秀
和
（
前
野
中
台
）

島
田

満

（
大
山
）

若
井

顕
洋
（
志
村
坂
上
）

常
任
執
行
委
員
待
遇

高
瀬

佳
江
（
女
性
の
会
会

長
）

執
行
委
員
待
遇

伊
藤

和
雄
（
イ
キ
イ
キ
会

会
長
）

丸
谷
美
由
紀
（
女
性
の
会
事

務
局
長
）

※
待
遇
は
大
会
後
の
執
行
委

員
会
で
確
認

板橋支部定期大会板橋支部定期大会

第６分科会第６分科会
教宣・学習

各
分
会
の
経
験
交
流

７
つ
の
分
科
会
で
活
発
に
意
見
交
換

読
み
や
す
い
新
聞
を
め
ざ
す

議
論
で
認
識
が
深
ま
る

組織・後継者・青年
第４分科会第４分科会

分
会
の
強
化
を
進
め

群
会
議
の
重
要
性
を
再
認
識

読みやすい新聞をめざし経験交流する第6分科会

第１分科会第１分科会
賃金・労働

熱
中
症
対
策
で
前
進

労
働
条
件
の
改
善
を
経
験
交
流

群・分会の機能と後継者・青年の結集を話す
第4分科会

第７分科会第７分科会

組
合
費
千
円
引
上
げ

財政

財
政
厳
し
く
来
年
４
月
分
か
ら

案内を広めれば組織強化に
共済制度の周知を

厚文・イキイキ・女性

共済制度やイキイキ会、女性の会の活動について
話し合う第5分科会

ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
や
労
働
条
件
改
善
に

つ
い
て
経
験
を
交
流
す
る
第
1
分
科
会

第２分科会第２分科会
仕事・技術

基
礎
的
技
術
は
必
要

自
動
化
の
時
代
で
も
認
識
深
め

第５分科会第５分科会

財
政
運
営
に
つ
い
て
意
見
を
交
わ
す

第
7
分
科
会

第３分科会第３分科会

選
出
さ
れ
た

板
橋
支
部
役
員

社保・税金

誰
で
も
参
加
で
き
る

社会保障対策と税金対策について話し合う
第3分科会

（敬称略）

予
算
要
求
ハ
ガ
キ
を
呼
び
か
け

住宅デーやカレッジについて意見を交わす
第2分科会

長く常任執行委員をつとめ、退任役員あいさつを
する、中央分会の峰岸浩一さん（右）

とにかく楽しかった
中央分会 峰岸浩一さん

退任役員あいさつ退任役員あいさつ

大
会
表
彰
者
（
敬
称
略
）

最
後
に
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
で

決
意
を
固
め
合
う
定
期
大
会

参
加
者
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気になる女性ならではの病気。乳がん・子宮がん…
この機会に受診しましょう

【日時】7月25日（土）午前中
【場所】板橋区立グリーンホール1階ホール（東武東

上線「大山駅」徒歩5分、都営三田線「板橋
区役所前駅」徒歩3分）

【内容】基本健診、乳がん検診（エコー検査）、子宮頸
がん検診、大腸がん検診、腹部エコー ※オプ
ションのみの受診はできません。

【受診対象者】女性組合員及び土建国保に加入されて
いる18歳以上（高校卒）の家族被保険者

【定員】100人
【費用】土建国保に加入している方もしくは組合員の

方は基本健診無料。乳がん検診、大腸がん検
診、腹部エコーは各1，000円、子宮頸がん検診
500円。

【申し込み締切】7月3日（金） 定員に達し次第締
め切ります。

問い合わせ先／東京土建板橋支部 ☎03-3963-5325

※日曜健診は午前のみの受付となります。午後はお申込みできませんのでご注意ください。
※オプション健診は有料です。申込時に費用を組合へ納入下さい。分会経由で納入する場合は群会議でお支払いください。

※日曜健診は予約制です。必ず組合へお申し込みください。

掲
載
募
集
中

※
求
人
・
求
職
の
掲
載
の
お

申
し
込
み
は
支
部
事
務
所
☎

0
3
―
3
9
6
3
―
5
3
2

5
ま
で
。
本
紙
と
「
群
会
議

の
話
題
」
に
掲
載
し
ま
す
。

小豆沢病院健診センター
☎03-3968-7041
板橋区小豆沢1-6-8

下赤塚診療所
☎03-3979-6361
板橋区赤塚2-9-4-1Ｆ

小豆沢病院付属高島平診療所
☎03-3932-3394
板橋区高島平8-1-1

林クリニック
☎03-3956-2090
板橋区小茂根4-28-14

IMS ME-LIFE
クリニック板橋
☎03-3967-1515
板橋区小豆沢2―23―15

《問い合わせ先》東京土建板橋支部
TEL 03-3963-5325

熱中症はいい加減な知識では防げませ

ん。正しい知識を学んで予防できる、オ

ススメの講習です。

現場で受講が求められる法定教育で、

受講料4，000円、証明写真が必要です。申

込締め切りは6月1日。

お問い合わせは東京土建板橋支部

☎03-3963-5325

⑧

前立腺がん

1，000円

50歳以上の土
建国保加入者
は無料

⑦

大腸がん

1，000円

40歳以上の土
建国保加入者
基本に含む

⑥

有機溶剤

（キシレン・ト
ルエン・エチル
ベンゼン選択）

1，000円

⑤

じん肺

1，000円

④

骨粗鬆症

2，000円

③

胃がん

（バリウム）

3，000円

50歳以上の土
建国保加入者
無料

②

胃がん

（カメラ）
平日のみ

8，000円

50歳以上の土
建国保加入者
3000円

①

基本健診

無料

項目

費用

分分会会名名 会会場場 住住所所

大山 都税事務所前 板橋区大山東町44-8

仲宿 金沢自治会館 板橋区板橋3-44-5

大谷口 小茂根4－16遊び場 板橋区小茂根4-16

大谷口北 大谷口北町宮ノ下公園 板橋区大谷口北町79-5

中央 七軒家公園 板橋区上板橋2-38

氷川 緑ヶ丘第一公園 板橋区東新町1-27-8

志村坂上 志村第三公園 板橋区志村1-21

前野中台 けやきの公園 板橋区前野町1-48

坂下 長後稲荷氷川神社 板橋区坂下3-5-7

蓮根 蓮根公園 板橋区蓮根2-11

舟渡高島 徳丸ケ原公園 板橋区高島平8-24

徳丸 徳丸ケ丘公園 板橋区徳丸6-27

新赤塚 中田出世稲荷神社 板橋区赤塚1-7-9

上赤成増 成増公園 板橋区成増3-4

事業所 板橋支部事務所 板橋区双葉町36-6

住宅相談会や子どもたちに人気の工作教室などを行います（昨年の住宅デーの様子）

（終了時間は会場によって異なります）

2026年6月21日（日）
【実施場所】下赤塚診療所（定員50名）
【申込締切】6月4日（木）

住宅デーを6月7日（日）に開催します。地域の住民に待たれている東
京土建の行事です。地域の住民に待たれている東京土建の行事です。包丁
研ぎと住宅相談、木工教室や体験教室など子どもたちに人気の企画も行い
ます。仲間のみなさんのご協力・ご参加をお願いします。

住宅デーを6月7日（日）に開催します。地域の住民に待たれている東
京土建の行事です。地域の住民に待たれている東京土建の行事です。包丁
研ぎと住宅相談、木工教室や体験教室など子どもたちに人気の企画も行い
ます。仲間のみなさんのご協力・ご参加をお願いします。

包丁研ぎなどの奉仕活動、無料住宅相談会・
耐震相談会など

住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅デデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅デデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー

◇平日の健診もご利用ください
（予約が必要です）

〔後援〕板橋区、板橋区教育委員会、板橋区社会福祉協議会、
医療法人財団健康文化会

板橋区内の健康診断 提携病院一覧
※平日も受診できます。予約して受診してください。

日曜健康診断のご案内

午前10時～

問い合わせ先／東京土建板橋支部 TEL ０３‐３９６３‐５３２５

2026年6月21日（日）
【実施場所】高島平診療所（定員60名）
【申込締切】6月4日（木）
2026年6月28日（日）
【実施場所】小豆沢病院（定員70名）
【申込締切】6月8日（月）

福祉とまちづくりで
地域に奉仕

福祉とまちづくりで
地域に奉仕

666666666666666666666666666666666666666666666666666666666666666666月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月777777777777777777777777777777777777777777777777777777777777777777日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日））））））））））））））））））））））））））））））））））））））））））））））））））））））））））））））））））

2026年6月7日 住宅デー会場一覧

6月19日夜、板橋支部で開催します

女性健診のご案内女性健診のご案内
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東京土建板橋支部

【日時】6月19日（金）

午後7時～

【会場】板橋支部会館

【日時】6月19日（金）

午後7時～

【会場】板橋支部会館

区内１５会場で開催（予定）区内１５会場で開催（予定）


